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(57)【要約】
【課題】設計が簡易でありつつも光源が搭載された光源
保持部の確実な保持が低消費電力で実現される内視鏡用
光源装置を提供すること。
【解決手段】照明光を照射する複数の光源と、複数の光
源を保持し、筐体に対して可動自在に支持された光源保
持部と、内視鏡の導光部を保持する保持部と、光源保持
部を導光部に対して動かすための駆動部と、駆動部によ
る駆動力を伝達して光源保持部を動かす伝達部と、動か
された光源保持部を複数の光源のうち所定の光源と導光
部との光軸が一致する位置で停止させる停止部とを有す
る内視鏡用光源装置であり、伝達部が、駆動部の駆動時
に所定値を超える負荷がかかると光源保持部への駆動力
の伝達を遮断し、該駆動部の非駆動時には該所定値を超
える負荷がかからない限り、該光源保持部の位置を保持
する構成とした。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続された内視鏡に観察対象を照明するための照明光を供給する内視鏡用光源装置にお
いて、
　筐体と、
　前記照明光を照射する複数の光源と、
　前記複数の光源を保持し、前記筐体に対して可動自在に支持された光源保持部と、
　前記内視鏡の導光部を保持する保持部と、
　前記光源保持部を前記導光部に対して動かすための駆動部と、
　前記駆動部による駆動力を伝達して前記光源保持部を動かす伝達部と、
　前記動かされた光源保持部を前記複数の光源のうち所定の光源と前記導光部との光軸が
一致する位置で停止させる停止部と、
を有し、
　前記伝達部は、前記駆動部の駆動時に所定値を超える負荷がかかると、前記光源保持部
への前記駆動力の伝達を遮断すると共に、該駆動部の非駆動時には該所定値を超える負荷
がかからない限り、該光源保持部の位置を保持することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記伝達部は、
　　前記駆動部に連結されたトルクリミッタと、
　　前記トルクリミッタに連結され、該トルクリミッタを介して伝達された前記駆動力を
前記光源保持部に伝達するトルク伝達部と、
を有することを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記トルク伝達部は、前記トルクリミッタと一体に回転する主動歯車を有し、
　前記光源保持部は、前記筐体に対して回転自在に支持された回転盤であって、前記主動
歯車に従動して回転する従動歯車が外周縁に取り付けられた回転盤であることを特徴とす
る、請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記複数の光源は第一と第二の光源を有し、
　前記回転盤は、前記伝達された駆動力により第一または第二の方向に回転自在であって
、該第一の方向に回転されたときには前記停止部により前記第一の光源と前記導光部との
光軸が一致する位置で停止され、該第二の方向に回転されたときには該停止部により前記
第二の光源と該導光部との光軸が一致する位置で停止されることを特徴とする、請求項３
に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記第一と第二の光源は種類の異なる光源であり、
　前記トルクリミッタは、回転方向に応じて固定トルクが異なることを特徴とする、請求
項３または請求項４の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記駆動部はＤＣモータであることを特徴とする、請求項１から請求項５の何れかに記
載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記所定の光源を選択するための操作スイッチをさらに有し、
　前記駆動部は、前記操作スイッチにより選択された光源の光軸を前記導光部の光軸に一
致させるように前記光源保持部を動かすことを特徴とする、請求項１から請求項６の何れ
かに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　前記操作スイッチにより選択された光源にのみ照明光を発光させるための電圧を供給す
る電源供給手段をさらに有することを特徴とする、請求項７に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項９】
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　装置本体の電源が投入されたとき、前記駆動部は、前記操作スイッチにより選択されて
いる光源の光軸を前記導光部の光軸に一致させるように前記光源保持部を動かすことを特
徴とする、請求項７または請求項８の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１０】
　前記駆動部は、駆動を開始してから所定時間経過後に該駆動を停止することを特徴とす
る、請求項１から請求項９の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１１】
　前記所定の光源と前記導光部の光軸が一致する直前を検知する検知部をさらに有し、
　前記駆動部は、前記検知部によって前記光軸が一致する直前が検知された時に駆動を停
止することを特徴とする、請求項１から請求項９の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１２】
　前記所定の光源と前記導光部の光軸が一致するタイミングを検知する検知部をさらに有
し、
　前記駆動部は、前記検知部によって前記タイミングが検知された後、所定時間駆動を継
続することを特徴とする、請求項１から請求項９の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１３】
　前記導光部は、前記内視鏡のＬＣＢ（light carrying bundle）であることを特徴とす
る、請求項１から請求項１２の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３の何れかに記載の内視鏡用光源装置と、
　前記内視鏡用光源装置により照明された観察対象を撮影した前記内視鏡からの画像信号
をモニタ表示可能に処理する画像信号処理部と、
を有することを特徴とする内視鏡用プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光を内視鏡に供給する内視鏡用光源装置、および該内視鏡用光源装置を
有する内視鏡用プロセッサに関連し、詳しくは、切替使用可能に配置された複数灯の光源
を搭載した内視鏡用光源装置、および該内視鏡用光源装置を有する内視鏡用プロセッサに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　医師が患者の体腔内を観察するときに使用するシステムとして、電子スコープにより体
腔内を撮像しモニタを通じて観察するタイプのシステムや、ファイバスコープを通じて直
接体腔内を観察するタイプのシステムが一般的に知られている。この種の観察システムに
は、自然光の届かない体腔内を照明する光源装置が備えられている。光源装置は、電子ス
コープやファイバスコープのライトキャリングバンドル（light carrying bundle、以下
、「ＬＣＢ」と略記する。）を通じて体腔内を照明する。かかる光源装置には、光源とし
てキセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプなどの高輝度ラ
ンプが搭載されている。
【０００３】
　ところで、光源装置の光源は、例えば電子スコープやファイバスコープを体腔内に挿入
させて該体腔内を検査や施術する最中に、寿命または故障により消灯することがある。こ
のとき医師は体腔内を視認できないため、検査や施術を続行できない問題がある。また、
この状態では、電子スコープやファイバスコープを体腔内から抜き取ることが難しい問題
もある。
【０００４】
　上述した事態に備え、光源装置のなかには光源を複数灯搭載した装置がある。複数灯搭
載型の光源装置を使用した場合は、検査中や施術中に何れの光源が寿命または故障により
消灯しても別の光源に速やかに切り替えて体腔内を引き続き照明することができる。例え
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ば特許文献１に、光源を複数灯搭載した光源装置の一例が開示されている。
【０００５】
　特許文献１に記載の光源装置は、光源が二灯搭載され、回転自在に支持されたターンテ
ーブルを有する。ターンテーブルの外周には、ステップモータの軸に取り付けられた歯車
と噛み合う外周歯車が形成されている。ステップモータは、互いに噛み合うこれらの歯車
を介してターンテーブルを回転させて、一方の光源の光軸とＬＣＢの光軸とが一致する位
置に達したところで停止させるように駆動制御される。光源（正確にはターンテーブル）
は、ステップモータの保持力により停止位置で保持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平９－１０１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、ターンテーブルの回転動力源をステップモータとした場合には複雑なパルス制
御が必要であるため、制御系の設計開発の負担が大きい。また、ステップモータには無励
磁状態における静止トルクが弱いという欠点がある。光源をＬＣＢの光軸上の位置で保持
するためには、ステップモータへの励磁を継続的に行う必要があり、消費電力面の問題が
指摘される。
【０００８】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、光源が搭
載された回転盤の確実な保持を低消費電力で実現しつつも設計が簡易な内視鏡用光源装置
、および該内視鏡用光源装置を有する内視鏡用プロセッサを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡用光源装置は、接続された内視鏡に
観察対象を照明するための照明光を供給する装置であり、以下の特徴を有する。すなわち
、本発明に係る内視鏡用光源装置は、筐体と、照明光を照射する複数の光源と、複数の光
源を保持し、筐体に対して可動自在に支持された光源保持部と、内視鏡の導光部を保持す
る保持部と、光源保持部を導光部に対して動かすための駆動部と、駆動部による駆動力を
伝達して光源保持部を動かす伝達部と、動かされた光源保持部を複数の光源のうち所定の
光源と導光部との光軸が一致する位置で停止させる停止部とを有する。伝達部は、各種部
品への過負荷を有効に避けるべく、駆動部の駆動時に所定値を超える負荷がかかると、光
源保持部への駆動力の伝達を遮断する。更には、該駆動部の非駆動時には該所定値を超え
る負荷がかからない限り、該光源保持部の位置を保持する。
【００１０】
　このように、本発明に係る内視鏡用光源装置は、光源保持部の保持を伝達部が行う構成
であるため、光源保持部を保持している期間の駆動部への電圧供給が不要である。また、
駆動部に保持力が要求されないため、駆動部として例えば駆動制御が簡易なＤＣモータを
採用することができる。
【００１１】
　かかる伝達部は、駆動部に連結されたトルクリミッタと、該トルクリミッタに連結され
、該トルクリミッタを介して伝達された駆動力を光源保持部に伝達するトルク伝達部と、
を有する構成としてもよい。伝達部としてトルクリミッタを採用した場合、駆動力の伝達
を遮断する機能と、光源保持部の位置を保持する機能とを一部品（トルクリミッタ）に兼
ねさせることができる。これは、内視鏡用光源装置の小型化やコストダウン等に寄与する
。
【００１２】
　上記のトルク伝達部は、トルクリミッタと一体に回転する主動歯車を有する構成として
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もよい。この場合に、光源保持部は、筐体に対して回転自在に支持された回転盤であって
、主動歯車に従動して回転する従動歯車が外周縁に取り付けられた回転盤として構成され
る。
【００１３】
　複数の光源は、例えば第一と第二の光源の二灯である。かかる場合に、回転盤は、伝達
された駆動力により第一または第二の方向に回転自在であって、該第一の方向に回転され
たときには停止部により第一の光源と導光部との光軸が一致する位置で停止され、該第二
の方向に回転されたときには該停止部により第二の光源と該導光部との光軸が一致する位
置で停止されることとなる。
【００１４】
　第一と第二の光源は種類の異なる光源としてもよい。この場合、トルクリミッタは、回
転盤の回転トルクの変動や各光源の用途等を考慮して、回転方向に応じて固定トルクが異
なる構成としてもよい。
【００１５】
　本発明に係る内視鏡用光源装置は、所定の光源を選択するための操作スイッチをさらに
有する構成としてもよい。かかる場合に、駆動部は、操作スイッチにより選択された光源
の光軸を導光部の光軸に一致させるように光源保持部を動かす。光源保持部を動かすタイ
ミングは、操作スイッチにより光源が選択されたタイミングに限らず、例えば装置本体の
電源が投入されたタイミングもあり得る。
【００１６】
　また、本発明に係る内視鏡用光源装置は、操作スイッチにより選択された光源にのみ照
明光を発光させるための電圧を供給する電源供給手段をさらに有する構成としてもよい。
【００１７】
　上記の駆動部は、消費電力削減のため、駆動を開始してから所定時間経過後に該駆動を
停止する構成としてもよい。
【００１８】
　本発明に係る内視鏡用光源装置は、所定の光源と導光部の光軸が一致する直前を検知す
る検知部をさらに有する構成としてもよい。かかる場合に、駆動部は、消費電力削減のた
め、検知部によって光軸が一致する直前が検知された時に駆動を停止する。
【００１９】
　本発明に係る内視鏡用光源装置は、所定の光源と導光部の光軸が一致するタイミングを
検知する検知部をさらに有し、駆動部は、検知部によって該タイミングが検知された後、
所定時間駆動を継続する構成としてもよい。
【００２０】
　ここで、導光部は、例えば内視鏡のＬＣＢである。
【００２１】
　また、上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡用プロセッサは、上記の記載
の内視鏡用光源装置と、該内視鏡用光源装置により照明された観察対象を撮影した内視鏡
からの画像信号をモニタ表示可能に処理する画像信号処理部とを有する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る内視鏡用光源装置および内視鏡用プロセッサによれば、簡易な設計に基づ
き構成可能でありつつも光源が搭載された光源保持部の確実な保持が低消費電力で実現さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの外観図である。
【図２】本発明の実施形態の電子内視鏡システムのブロック図である。
【図３】本発明の実施形態の電子内視鏡システムが有するプロセッサの外観斜視図である
。
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【図４】本発明の実施形態の回転盤周辺構造を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施形態の回転盤周辺構造を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態の電子内視鏡システムについて説明する。
【００２５】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１０の外観図である。図２は、電子内視鏡シ
ステム１０のブロック図である。図１および図２に示されるように、電子内視鏡システム
１０は、電子スコープ１００、プロセッサ２００、モニタ３００で構成される。なお、図
１においては、図面を簡略化するため、本発明に係る特徴的構成を有さないモニタ３００
を図示省略する。
【００２６】
　図３に、プロセッサ２００の外観を斜視図で示す。プロセッサ２００は、電子スコープ
１００からの信号を処理する信号処理装置と、電子スコープ１００のＬＣＢ１０２に照明
光を入射させ、自然光の届かない体腔内を該ＬＣＢ１０２を通じて照明する光源装置とを
内蔵した一体型のプロセッサである。なお、別の実施の形態では信号処理装置と光源装置
を別体で構成してもよい。図２においては、図面を簡略化するため、本発明に係る特徴的
構成、すなわち光源装置を有するプロセッサ２００の構成要素のみをブロック化して示し
、電子スコープ１００とモニタ３００の構成要素は図示省略する。
【００２７】
　図１に示されるように、電子スコープ１００の基端部にはコネクタユニット１１０が備
えられている。コネクタユニット１１０にはＬＣＢ接続プラグ１１２と信号接続プラグ１
１４の二本のプラグが設けられている。ＬＣＢ接続プラグ１１２の内部にはＬＣＢ１０２
の入射端が保持されている。プロセッサ２００が有するＬＣＢ接続ジャック２１２は、Ｌ
ＣＢ接続プラグ１１２が差し込まれたとき、ＬＣＢ１０２の入射端を所定位置で支持して
、電子スコープ１００とプロセッサ２００とを光学的に接続するように構成されている。
信号接続プラグ１１４がプロセッサ２００の信号接続ジャック２１４に差し込まれること
により、電子スコープ１００とプロセッサ２００とが電気的に接続される。プロセッサ２
００とモニタ３００は所定のケーブルを介して電気的に接続される。
【００２８】
　図２に示されるように、プロセッサ２００はシステム電源２２０を有する。システム電
源２２０は、商用電源からの電圧を昇圧または降圧して、プロセッサ２００の各回路をは
じめとして電子スコープ１００やモニタ３００に電源電圧を供給する。なお、図２では、
図面を複雑化させる一部の結線（例えばシステム電源２２０とプロセッサ２００の各回路
との結線）は、便宜上図示省略する。
【００２９】
　上述したように電子スコープ１００、プロセッサ２００、モニタ３００がそれぞれ接続
されて電源が投入されると、術者は、電子内視鏡システム１０を使用して患者の体腔内を
検査や施術等できるようになる。具体的には、術者は、可撓性を有する電子スコープ１０
０の挿入部１２０を体腔内に挿入する。術者は、電子スコープ１００の操作部１３０を操
作して電子スコープ１００の先端部１４０を観察対象近傍に導く。術者は先端部１４０を
観察対象に到達させると、操作部１３０を操作するとともにプロセッサ２００の正面に設
けられた操作パネル２３０も操作する。術者は、各種操作を行った結果得られる体腔内の
映像をモニタ３００を通じて観察し検査や施術等を行う。
【００３０】
　プロセッサ２００は、該プロセッサ２００の筐体２０２に対して回動自在に支持された
回転盤４１０を有する。回転盤４１０は、白色光を照射する二灯の光源４１４、４１６を
搭載し、ＤＣモータ４１２により回転される。光源４１４、４１６には、キセノンランプ
、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプなどの高輝度ランプが適している
。
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【００３１】
　回転盤４１０の回転は、プロセッサ２００を統括的に制御する制御回路２４０により制
御される。ここで、プロセッサ２００の側面には切替スイッチ４１８が設けられている。
術者により切替スイッチ４１８が切り替えられると、切替操作に応じた信号が制御回路２
４０に入力される。制御回路２４０は、入力された信号に応じてＤＣモータ４１２をドラ
イブ制御して回転盤４１０を回転させる。回転盤４１０は、切替スイッチ４１８の切替操
作に応じて回転される。回転された回転盤４１０は、切替操作に応じた光源（光源４１４
または４１６の何れか一方）の光軸（後に提示される図４等の光軸４１４ＡＸまたは光軸
４１６ＡＸ）が所定位置で支持されているＬＣＢ１０２の光軸と一致する位置に達したと
ころで停止し保持される。回転盤４１０とその周辺構造（以下、「回転盤周辺構造」と記
す。）については後に詳しく説明する。
【００３２】
　光源４１４、４１６には商用電源からの電圧がランプ電源４２２を介して供給される。
制御回路２４０は、ＬＣＢ１０２の入射端と正対する（より正確には、ＬＣＢ１０２と光
軸が一致する）光源にのみ電圧が供給されるよう、切替スイッチ４１８からの入力信号を
監視してランプ電源４２２を制御する。電圧供給された光源から照射された白色光は、Ｌ
ＣＢ１０２の入射端から該ＬＣＢ１０２内部に入射される。なお、図２においては図面の
簡略化のため、信号接続ジャック２１４、およびＬＣＢ接続ジャック２１２を図示省略し
ている。
【００３３】
　ＬＣＢ１０２に入射された光束は、該ＬＣＢ１０２の内部を伝搬して電子スコープ１０
０の先端に配置された該ＬＣＢ１０２の射出端から射出される。ＬＣＢ１０２から射出さ
れた光束は、先端部１４０の前面に設けられた配光レンズから射出されて観察対象を照明
する。観察対象からの反射光は、先端部１４０の前面に設けられた対物レンズに入射され
、該対物レンズのパワーにより先端部１４０に内蔵された撮像素子（図示省略）の受光面
（各画素）上で光学像を結ぶ。
【００３４】
　撮像素子は、例えばベイヤ型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤであり、各画素上で
結像した光学像を光量に応じた電荷として蓄積してカラー信号に変換する。変換されたカ
ラー信号は、信号接続プラグ１１４、信号接続ジャック２１４を介して画像処理回路２５
０に入力される。なお、フォトカップラ等を使用した絶縁回路が信号接続ジャック２１４
の次段に配置され、電子スコープ１００とプロセッサ２００とが電気的に絶縁されている
。
【００３５】
　画像処理回路２５０に入力されたカラー信号は、画像処理回路２５０により所定の画像
処理を施され、コンポジットビデオ信号やＳビデオ信号等のビデオ信号に変換されてモニ
タ３００に出力される。これにより、患者の体腔内の映像がモニタ３００に表示され、術
者は体腔内を観察できるようになる。
【００３６】
　次に、回転盤周辺構造、つまり本発明に係る特徴的構成である光源装置について詳細に
説明する。
【００３７】
　回転盤周辺構造は、図１の破線箇所に、つまりプロセッサ２００のフロントパネル面の
背面側に配置されている。図４および図５に、かかる回転盤周辺構造を示す。なお、図４
は、回転盤周辺構造を前面側（プロセッサ２００のフロントパネル面側）から斜視した斜
視図である。図５は、回転盤周辺構造を背面側から斜視した斜視図である。図４において
は、説明の便宜上、一部の部品を二点鎖線で図示している。
【００３８】
　回転盤周辺構造の基台４３０は、ねじ止めにより筐体２０２の底面板に固定されている
。基台４３０には支持板４３２（図４では二点鎖線で示されている）がねじ止めにより固
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定されている。支持板４３２は、回転盤４１０とＬＣＢ１０２の間に配置されている。支
持板４３２には、出射光に対して十分に大きく開口した開口部４３２ａｐが形成されてい
る。そのため、光源４１４または４１６から照射された白色光は、支持板４３２に遮光さ
れること無くＬＣＢ１０２に入射される。
【００３９】
　支持板４３２は軸体４３４を受ける軸受を有する。回転盤４１０は、軸体４３４を中心
に回転するように、該軸体４３４を通じて支持板４３２に回転自在に支持されている。な
お、基台４３０、支持板４３２はともに、筐体２０２に対して位置が固定された部品であ
り、プロセッサ２００の筐体設計によっては筐体２０２と一体に形成される。プロセッサ
２００の内蔵部品が筐体２０２に直接、又は別の部品を介して筐体２０２に間接的に支持
または固定されるかについては、設計に応じて適宜選択される。
【００４０】
　基台４３０には支持板４３８がねじ止めにより固定されている。支持板４３８にはＤＣ
モータ４１２が取り付けられている。ＤＣモータ４１２は、周知のトルクリミッタ４４０
に連結されている。具体的には、ＤＣモータ４１２の回転軸が、トルクリミッタ４４０の
連結軸にピンで固定されている。トルクリミッタ４４０の連結軸は、外装によって覆われ
、その外装の一端が主動歯車４４２となってトルクリミッタ４４０と一体に成形されてい
る。ＤＣモータ４１２と固定されていないトルクリミッタ４４０の連結軸の他端は、ＤＣ
モータ４１２の回転軸と同軸に形成された支持板４３２の軸受に受けられている。
【００４１】
　トルクリミッタ４４０は、回転方向に過負荷が掛けられたときに連結軸が外装に対して
空転して、トルクリミッタ４４０を介して連結された部品間のトルクの伝達を遮断するよ
うに構成されている。本実施形態では、ＤＣモータ４１２が制御回路２４０のドライブ制
御により駆動されたとき、ＤＣモータ４１２の駆動力は、トルクリミッタ４４０の連結軸
を介して主動歯車４４２に伝達されて、主動歯車４４２を回転させる。ＤＣモータ４１２
の駆動力は、トルクリミッタ４４０に与えられるトルクが所定値（トルクリミッタ４４０
の上記空転を生じさせないトルクの最大値であり、以下、説明の便宜上「固定トルク」と
記す。）を超えたとき、連結軸が外装に対して空転するため、主動歯車４４２に伝達され
ない。なお、トルクリミッタ４４０の固定トルクは、何れの回転方向においても同じ値で
ある。
【００４２】
　回転盤４１０の外周縁沿いには、主動歯車４４２と噛み合う従動歯車４４４が取り付け
られている。主動歯車４４２の回転は、従動歯車４４４に伝達されて回転盤４１０を回転
させる。具体的には、回転盤４１０は、主動歯車４４２が正転方向（図４中矢印ａ方向）
に回転したときに矢印Ａ方向に回転し、主動歯車４４２が逆転方向（図４中矢印ｂ方向）
に回転したときに矢印Ｂ方向に回転する。
【００４３】
　支持板４３２は、回転盤４１０側に曲げられた一対の曲げ部４３２ａ、４３２ｂを有し
ている。一方、支持板４３２と対向する回転盤４１０の面４１０ａ上には、支持板４３２
側に突出するピン４５２が取り付けられている。ピン４５２は、曲げ部４３２ａまたは４
３２ｂと機械的に干渉をするのに十分な長さを有している。曲げ部４３２ａ、４３２ｂ、
およびピン４５２は、回転盤４１０および支持板４３２をプロセッサ２００のフロントパ
ネル面側から正面視したときに、軸体４３４を中心とする略同一円上に位置するように配
置されている。そのため、回転盤４１０を矢印ＡまたはＢ方向に回転させたとき、ピン４
５２が曲げ部４３２ａまたは４３２ｂの何れか一方に当て付く。ピン４５２の当て付きに
より、当該回転方向の回転盤４１０のそれ以上の回転は物理的に規制される。
【００４４】
　曲げ部４３２ａとピン４５２は、上記当て付き時に光軸４１６ＡＸがＬＣＢ１０２の光
軸と一致するように位置関係が精密に決められている。一方、曲げ部４３２ｂとピン４５
２は、上記当て付き時に光軸４１４ＡＸがＬＣＢ１０２の光軸と一致するように位置関係
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が精密に決められている。例えば切替スイッチ４１８により光源４１４が選択されたとき
、主動歯車４４２が矢印ｂ方向に回転する。回転盤４１０は、矢印Ｂ方向に従動回転して
、ピン４５２が曲げ部４３２ｂに当て付く位置で正確に停止される。制御回路２４０は、
切替スイッチ４１８の切替操作に連動して光源４１４のみを点灯させる。光源４１４とＬ
ＣＢ１０２の互いの光軸が一致しているため、光源４１４から照射された白色光は、開口
部４３２ａｐを通過してＬＣＢ１０２に入射される。
【００４５】
　一方、切替スイッチ４１８により光源４１６が選択されたとき、主動歯車４４２が矢印
ａ方向に回転する。回転盤４１０は、矢印Ａ方向に従動回転して、ピン４５２が曲げ部４
３２ａに当て付く位置で正確に停止される。制御回路２４０は、切替スイッチ４１８の切
替操作に連動して光源４１６のみを点灯させる。光源４１６とＬＣＢ１０２の互いの光軸
が一致しているため、光源４１６から照射された白色光は、開口部４３２ａｐを通過して
ＬＣＢ１０２に入射される。
【００４６】
　ピン４５２が曲げ部４３２ａまたは４３２ｂに当て付いたとき、主動歯車４４２や従動
歯車４４４、ＤＣモータ４１２等の各種機構への過負荷が懸念される。しかし、本実施形
態では、ピン４５２の当て付け時に固定トルクを超える負荷がトルクリミッタ４４０にか
かる場合には、トルクリミッタ４４０が空転してトルクの伝達が遮断される。そのため、
主動歯車４４２や従動歯車４４４、ＤＣモータ４１２等の各種機構への過負荷が有効に避
けられる。このような負荷の軽減は、光源装置の耐久年数の向上に資する。
【００４７】
　ところで、ピン４５２が曲げ部４３２ａまたは４３２ｂに当て付いた後もＤＣモータ４
１２への通電を継続させることは消費電力面で不利益である。そのため、回転盤４１０の
面４１０ａに、支持板４３２側に所定量突出した金属片４４６および４４８が取り付けら
れている。また、支持板４３２の回転盤４１０側の面に、フォトセンサ４５０（例えばフ
ォトインタラプタ）が取り付けられている。フォトセンサ４５０は、フォトセンサ回路４
５４に接続されており、フォトセンサ回路４５４を介して制御回路２４０にセンサ出力を
行う。
【００４８】
　金属片４４６は、光軸４１４ＡＸがＬＣＢ１０２の略光軸上に配置されたときにフォト
センサ４５０によって検知される位置に取り付けられている。具体的には、回転盤４１０
が矢印Ｂ方向に回転してピン４５２が曲げ部４３２ｂに近接したとき（別の言い方をする
と、ピン４５２が曲げ部４３２ｂに当て付く直前に）、フォトセンサ４５０は、投光部と
受光部の間が金属片４４６によって遮蔽されて金属片４４６を検知し、所定の検知信号を
制御回路２４０に出力する。制御回路２４０は、かかる検知信号の入力に応じてＤＣモー
タ４１２の駆動を停止させる。ＤＣモータ４１２による駆動力の供給はピン４５２が当て
付く直前に遮断されるため、回転盤４１０は、実質的に軸体４３４周りの慣性モーメント
のみを受けて矢印Ｂ方向に回転する。そのため、ピン４５２は、曲げ部４３２ｂに略衝撃
無く当て付く。
【００４９】
　ピン４５２が曲げ部４３２ｂに当て付いたとき、ＤＣモータ４１２への通電は遮断され
ており、トルクリミッタ４４０自体の回転も停止される。この状態において、トルクリミ
ッタ４４０は、固定トルクを超える負荷が掛からない限り空転することが無く、後段の伝
達機構（主動歯車４４２や従動歯車４４４等）の動きを実質的にロックする。そのため、
回転盤４１０の回転位置は、光源４１４の光軸とＬＣＢ１０２の光軸とが一致した位置で
強固に保持される。説明を加えると、トルクリミッタ４４０の固定トルクは比較的高いた
め、通常の使用状況下で該固定トルクを超える負荷がトルクリミッタ４４０に掛かること
は殆ど無い。すなわち、回転盤４１０は、ＤＣモータ４１２が無通電でありつつも高い保
持力で保持されている。
【００５０】
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　また、金属片４４８は、光軸４１６ＡＸがＬＣＢ１０２の略光軸上に配置されたときに
フォトセンサ４５０によって検知される位置に取り付けられている。そのため、回転盤４
１０が矢印Ａ方向に回転してピン４５２が曲げ部４３２ａに当て付く直前に、フォトセン
サ４５０は、投光部と受光部の間が金属片４４８によって遮蔽されて金属片４４８を検知
し、所定の検知信号を制御回路２４０に出力する。制御回路２４０は、かかる検知信号の
入力に応じてＤＣモータ４１２の駆動を停止させる。これにより、回転盤４１０は、実質
的に軸体４３４周りの慣性モーメントのみを受けて矢印Ａ方向に回転する。その結果、ピ
ン４５２は、曲げ部４３２ａに略衝撃無く当て付く。このときトルクリミッタ４４０は、
固定トルクを超える負荷が掛からない限り空転することが無いため、後段の伝達機構の動
きを実質的にロックする。すなわち、回転盤４１０の回転位置は、ＤＣモータ４１２が無
通電でありつつも光源４１６の光軸とＬＣＢ１０２の光軸とが一致した位置で確実に保持
される。
【００５１】
　トルクリミッタ４４０は、トルクリミッタ本来の機能（つまり、過大トルクの伝達の遮
断）だけで無く、回転盤４１０の停止位置での保持というトルクリミッタに本来的には求
められていない機能も同時に果たすため、本実施形態における伝達機構への利用に適して
いる。トルクリミッタ４４０の利用により回転盤４１０を保持するための専用部品が不要
であるため、構成の簡素化やコストダウン等が達成される。
【００５２】
　このように本実施形態の光源装置は、電力消費が低減された構成でありつつも回転盤４
１０の停止位置における保持力に優れている。また、駆動源がＤＣモータであり、ステッ
プモータ採用時における複雑なパルス制御が不要な簡易な構成となっている。また、ＤＣ
モータ４１２やトルクリミッタ４４０等の駆動源や駆動伝達機構には、高い取付精度が特
段要求されるわけではない。すなわち、各部品の位置精度等に関連する許容公差がシビア
でないため、製造面で有利である。
【００５３】
　ピン４５２は実質的に軸体４３４周りの慣性モーメントのみを受けて曲げ部４３２ａま
たは４３２ｂに当て付くため、当て付け時における各種部品に掛かる負荷が更に緩和され
ている。また、回転盤４１０を停止位置で保持する際に、部品間の摩擦力を実質的に利用
していない。すなわち、本実施形態の光源装置は、耐久性に優れた構成となっている。
【００５４】
　また、本実施形態の光源装置は、回転盤４１０が例えばＤＣモータ４１２の故障等によ
り電動で回転できない場合にも、固定トルクを超える回転トルクをトルクリミッタ４４０
に与えさえすれば回転盤４１０を手動で容易に回転させることができる。すなわち、本実
施形態の光源装置は、フォールトトレラントを考慮した設計がなされている。
【００５５】
　以上が本発明の実施形態の説明である。本発明は、上記の構成に限定されるものではな
く、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば光源装置に搭載
される光源は二灯に限定されず、三灯以上としてもよい。
【００５６】
　各種構成部品の寸法誤差や組立誤差などの製品個体差に起因して（特にフォトセンサ４
５０の取付位置などに起因して検知のタイミングがずれることにより）、ピン４５２が曲
げ部４３２ｂ又は４３２ａに当て付く前に回転盤４１０の回転が停止することがあり得る
。そこで、フォトセンサ４５０によって金属片４４６又は４４８が検知された後、ＤＣモ
ータ４１２への通電を所定時間（例えば数ｍｓｅｃ）だけ継続させるようにしてもよい。
ここでいう所定時間は、例えば寸法誤差や組立誤差が許容誤差の上限値であっても、ピン
４５２が曲げ部４３２ｂ又は４３２ａに確実に当て付くのに十分な時間として定義される
。なお、フォトセンサ４５０による金属片４４６又は４４８の検知のタイミングは、ピン
４５２が曲げ部４３２ｂ又は４３２ａに当て付く時点や直前など、種々のタイミングが想
定される。
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【００５７】
　ピン４５２が曲げ部４３２ｂ又は４３２ａに当て付いた後、固定トルクを超える回転ト
ルクが生じたときにはトルクリミッタ４４０が空転する。そのため、主動歯車４４２や従
動歯車４４４、ＤＣモータ４１２等の各種機構への過負荷が有効に避けられる。かかる構
成によれば、製品個体差に拘わらずピン４５２を曲げ部４３２ｂ又は４３２ａに確実に当
て付けることができる。また、ピン４５２を曲げ部４３２ｂ又は４３２ａに当て付けた後
も回転盤４１０の回転が継続されるため、主動歯車４４２と従動歯車４４４とのバックラ
ッシュが一方向に寄せられる。この状態で回転盤４１０の位置はトルクリミッタ４４０に
よる保持力により保持されるため、バックラッシュによる回転盤４１０の微動が実質的に
無くなる。
【００５８】
　回転盤４１０の微動を更に軽減するためには、トルクリミッタ４４０を、バックラッシ
ュの無いトルクリミッタ（例えば永久磁石の磁力により固定トルクを発生させる非接触ト
ルクリミッタなど）に置き換えてもよい。
【００５９】
　例えばプロセッサ２００を移動させたときにプロセッサ２００に衝撃や振動が加わって
回転盤４１０が微動し、光源とＬＣＢ１０２との光軸ズレが生じる虞がある。かかる光軸
ズレによる動作不良を有効に避けるべく、制御回路２４０は、プロセッサ２００本体の電
源投入後、ＤＣモータ４１２を駆動させて回転盤４１０を回転させ、切替スイッチ４１８
により選択されている光源をＬＣＢ１０２と軸合わせするように構成されてもよい。
【００６０】
　電子内視鏡システム１０は、面順次方式に対応した構成としてもよい。この場合、支持
体４３２とＬＣＢ１０２との間に回転式カラーフィルタが配置されることになる。
【００６１】
　ＤＣモータ４１２への通電は、切替スイッチ４１８の切替操作後に所定時間だけ行うよ
うにしてもよい。ここでいう所定時間は、ピン４５２が曲げ部４３２ａまたは４３２ｂに
当て付くまでに十分に必要な時間として定義される。かかる開ループ制御を採用すること
により、回転盤４１０の無通電保持を達成しつつも金属片４４６、４４８、フォトセンサ
４５０、フォトセンサ回路４５４等の各種部品を削減することができる。
【００６２】
　また、別の実施形態によれば、トルクリミッタ４４０に代替して、電磁クラッチ等の別
の手段を用いてトルクの伝達を遮断するようにしてもよい。
【００６３】
　光源４１４と４１６は、同一構成のランプであってもよく、或いは相違する別構成のラ
ンプであってもよい。例えば光源４１４をメインランプ（キセノンランプ等）とし、光源
４１６を補助ランプ（ＬＥＤ（Light Emitting Diode）等）としてもよい。かかる場合、
メインランプから補助ランプに或いは補助ランプからメインランプに切り替える際の状況
や切替頻度等がそれぞれ異なる。そのため、何れの光源を使用するかに応じてトルクリミ
ッタ４４０に要求される能力（例えば各種部品への負荷の軽減や回転盤４１０の停止位置
での保持力等）が相違する。かかる事情を鑑みて、トルクリミッタ４４０は、固定トルク
が回転方向に応じて異なる構成としてもよい。
【００６４】
　更に、光源４１４と４１６が相違する上記構成の場合、回転盤４１０の重心が各ランプ
の重量差によって回転盤４１０の回転中心から大きく外れる。回転盤４１０は、回転角度
に応じて、回転トルクが回転盤４１０の回転中心と重心の偏心量に起因した変化をする。
そのため、トルクリミッタ４４０には、光源４１４から４１６に或いは光源４１６から４
１４に切り替える際にそれぞれ異なる負荷が掛かる。かかる側面からも、トルクリミッタ
４４０は、固定トルクが回転方向に応じて異なる構成としてもよい。
【００６５】
　また、ＬＣＢ１０２と光源４１４、４１６の間に該光源から照射された光を集光させる
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ための集光光学系を配置してもよい。このようにすることで、ＬＣＢ１０２への入射光量
を効率的に増大させることができる。
【符号の説明】
【００６６】
１０　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
２００　プロセッサ
４１０　回転盤
４１２　ＤＣモータ
４１４、４１６　光源
４１８　切替スイッチ
４４０　トルクリミッタ
４４２　主動歯車
４４４　従動歯車
３００　モニタ

【図１】 【図２】
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